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製造業「ムダ取り塾」概要
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時 期 例年９月～２月（全６回）
場 所 広島商工会議所 会議室

※工場見学あり
テーマ 「教えてみて、やらせてみて、行動できる人に」
講 師 講師（塾頭）：ＦＯＵＮＴＡＩＮ 代表 泉 旦茂 氏

講師補佐：マツダ㈱本社工場 主幹 末永 正光 氏
アシスタントインストラクター：マツダ㈱本社工場

対 象 中小製造業の工程改善推進担当者
（現場のリーダー、サブリーダー級）
※現場に従事していない方の参加不可

定 員 ４０人
参加料 会員２０，０００円／人、一般６０，０００円／人
主 催 工業部会

（部会長：鵜野政人・㈱ヒロテック会長、約９００会員）
協 力 マツダ㈱



「総合人財育成型」のカリキュラム
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製造現場における「ムダ」の概念や発見手法について学習すると
ともに、ストップウォッチ等を使用した「標準作業の設定」など
の実習やグループディスカッションなどを通じ、現場のムダ取り
を実践できる改善推進者を育成する。

★研修（講義）

★実習

★モデル工場見学

★宿題の点検とアドバイス・グループディスカッション

★成果発表会



「総合人財育成型」とは
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講義（情報伝達） 講師が複数の参加者に情報や自分の考え方を伝える。
※気軽に参加でき、同時に多数の参加者に伝えられる反面、
話が一方通行になることも。

講習（技能伝達） 講師が複数の参加者に技能を教える。
※操作する機械が、自社現場と異なる場合もある。

現場見学 実際の現場を複数の参加者が見に行く。
※参加者の「気づく力（感度）」に左右される。

グループディスカッション あるテーマに基づいて、複数の参加者が意見交換を行う。
※参加メンバーや進行役に左右される。

個別指導 専門家がマンツーマンで指導を行う。
※経営者との相性や従業員の士気に左右される。

講義・講習・現場見学・グループディスカッション・個別指導の
要素を全てを盛り込み、参加者の「ムダに気づく力」を総合的に
高めていく。



「事例紹介型」との違い
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「事例紹介型」のメリット・デメリット

メリット  気軽に参加できる。（より多くの人が参加できる）
 数多くの事例を聞くことができるため、セミナー当日は満足度が高い。
 単発のセミナーのため、運営側の負担が少ない。

デメリット  資料を入手しただけで満足してしまうことが多い。
 現場の問題を踏まえたものでないため、改善事例を自社で実行しよう

と思っても、うまく推進することができないことが多い。
 手がつけられる範囲のみの改善を行うことが多くなり、「部分最適

化」を起こしやすい。（根本原因は放置されたままとなり、逆にムダ
を増やす場合もある）

 自分の頭で解決策を考えていないため、事例がなくなると何もできな
くなる「改善ごっこ」に陥りやすい。

通常開催されている「事例紹介型」のセミナーは、気軽に参加で
き、数多くの事例を聞くことができるが、社内の人材育成に繋が
るとは言い難い。



塾頭 泉旦茂（いずみあきしげ）氏
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工場経営コンサルティングＦＯＵＮＴＡＩＮ（ファウン
テン）代表。長年マツダ㈱で改善活動・指導に従事。国
内外の製造現場等での指導実績多数。元（独）中小企業
基盤整備機構中国本部の経営支援アドバイザー。
平成25年度より「製造業ムダ取り塾」メイン講師。

標準作業の定義

効率的な生産をするための諸条件を考慮して、「人」「物」
「金」を最も効率的に組み合わせたものである。

ものの造り方、改善、管理のしかたなどの基本であり、良いも
のを安全に、しかも安く造るためのやり方を決めたもので、
「製造技術」そのものである。



アシスタントインストラクター
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マツダ㈱本社工場の現役スタッフがアシスタントインストラク
ターとして講義内・講義外問わず参加者をサポート。（平成

25・26年度：10人、平成27～29年度：13人、平成30年：14人）

★メイン講師のサポート役。

★グループディスカッションの進行・とりまとめ役。

★参加者の不安を取り除く相談相手。

アシスタントインストラクター

「わからんことがあったら、電話でもメール
でもええけえ、気軽に何でも連絡してきんさ
い。僕らも同じ現場の人間じゃけえ。」



カリキュラム
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内容

９月 開講式
講義（日本の製造業の生産性と国際競争力、「トヨタ生産方式」
と「標準作業」）、実習（ストップウォッチ観測のやり方）、
演習（標準作業設計）
名刺交換会

１０月 宿題の点検とアドバイス
演習（標準作業設計）、講義（標準作業による改善事例、ムダ見
付とムダ取りの原理原則、問題解決のステップ）

１１月 宿題の点検とアドバイス
視察会

１２月 講義（改善推進者の心構え、標準作業の教え方、「改善の道」）
宿題の点検とアドバイス

１月 説明（発表会の進め方、発表資料のまとめ方）
宿題の点検とアドバイス

２月 成果発表会
終講式



【第１回】９月 ９:30～16:30
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【開講式、講師・インストラクター紹介、ガイダンス】

【研修・実習】
(1) 日本の製造業の生産性と国際競争力、

「トヨタ生産方式と標準作業」（講義）
(2) グループ内自己紹介と事前課題の発表
(3) ストップウォッチ観測のやり方（実習）
(4) 標準作業と設計①（テキストと演習問題１）
(5) 宿題「自社現場の標準作業設計

（『３種の神器』作成）」の説明

【名刺交換会】16:40～18:00
場所 地下１階レストラン「メルキュール」
会費 2,000円／人



【第２回】10月 ９:30～16:30
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【研修・演習】

(1) 前回宿題「自社現場の標準作業設計（『３種の神器』作
成）」の点検・アドバイス（グループ内報告）

(2) 標準作業の設計②（演習問題２）
(3) 標準作業による改善事例（講義）
(4) ムダ見付けとムダ取りの原理原則（講義）
(5) 問題解決のステップ（講義）
(6) 宿題「自社課題研究」の説明
(7) 宿題「３種の神器」作成の追補

POINT!



宿題「自社課題研究」
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講義内容を現場で活かせるよう、自社現場の改善を題材にした
「宿題」を出し、取り組み状況の報告を受ける。メイン講師・ア
シスタントインストラクターからのアドバイスを受けた後、グ
ループメンバーとの意見交換を行う。

★マツダ㈱のベテラン従業員によるアドバイス。

★同じ現場の人間同士での意見交換。

★自社現場の改善を題材にすることで、直接メリットを創出。



【第３回】11月 ９:30～16:30
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【研修・演習】

(1) 宿題「３種の神器」作成の点検・アドバイス（講師・インスト
ラクターによるアドバイス）

(2) 宿題「自社課題研究」の点検とアドバイス ① （講師・インス
トラクターによるアドバイスとグループごとに意見交換）

【視察会】13:00～
現場改善先進企業の視察会

POINT!



モデル工場の視察
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メイン講師が過去に指導を行ったムダ取りを実践している企業を
訪問し、現場を見学するとともに、各部門の責任者からムダ取り
事例の説明を受ける。

★レベルの高い「ムダのない動き」を実際に見ることができ

る。

★同現場の各部門の責任者からの発表を聴くことができる。

★「自社現場の将来像」がイメージできる。

【過去の訪問企業】

デルタ工業㈱本社工場

広島アルミニウム工業㈱新郷工場、八重工場



【第４回】12月 10:00～16:00
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【研修・演習】

(1) 改善推進者の心構え（講義）

(2) 標準作業の教え方（講義）

(3) 「改善の道」について（講義）

(4) 宿題「自社課題研究」の点検とアドバイス②（講師・インスト
ラクターによるアドバイスとグループごとに意見交換）



【第５回】１月 10:00～16:00
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【研修・演習】

(1) 発表会の進め方について

(2) 発表資料のまとめ方について

(3) 宿題「自社課題研究」の点検とアドバイス③（講師・インスト
ラクターによるアドバイスとグループごとに意見交換）

(4) 発表資料提出方法・期限等について



【第６回】２月 10:00～17:00
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【成果発表会】

(1) 発表に向けての最終確認・準備（午前中）

(2) 発表会（13:00～）

(3) 講評

【終講式】

POINT!



成果発表会（最終回）
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２部屋に分かれ、経営者・上司（ＰＴＡ）出席のもと、各自13
分の持ち時間内に「自社課題研究」の成果をプレゼンテーション
していただきます。

★現状把握・仮説設定・仮説検証・改善のプロセスを実体験。

★改善活動の推進に不可欠な「経営者・上司のバックアップ」

が得られる。

★発表資料は全員分を配布し、他の参加者の発表も聴ける。



成果発表会終了後の記念撮影、修了証
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成果発表会終了後に全員で記念撮影。

成果発表された方には、後日、修了証を交付。



【平成29年度新規】
フォローアップ研修・交流会（ＯＢ会）
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修了生のフォローアップのため、平成25年度以降の修了生（160人）を対象に
ＯＢ会を３月６日に開催。（出席者39人）
修了生２名から現在の取り組み状況について事例発表した後、泉塾頭から「製
造業における改善活動の動向～ムダ取り塾から見た改善の取り組み動向～」に
ついて講演。終了後には交流会を行った。



製造業「ムダ取り塾」の継続的改善
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製造業「ムダ取り塾」をより役立つものにするため、参加者への
アンケート調査や現場の意見を参考に改善。

★開催時期の見直し（２~３月[５回]⇒９月～２月[６回]）

★講義時間の見直し（半日[３時間]⇒１日[６時間]）

★参加料の見直し（１万円／社⇒１万円／人⇒２万円／人）

★アシスタントインストラクターの配置

★「礼に始まり、礼に終わる」（起立・気をつけ・礼）

★テキストの事前配布

★成果発表会への経営者・上司の出席

★広島商工会議所名の「修了証」の交付

★フォローアップ研修・交流会（OB会）の開催 etc...



成果指標①「アンケート結果」
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「満足度」「理解度」は８割を超えるとともに、受講者の９割が
「自社現場での取り組みの成果があった」と回答しています。

84%

16%

満足度

満足・ほぼ満足

普通

不満・やや不満

81%

19%

理解度

理解できた

半分くらい理解できた

理解できなかった

91%

9%

「自社課題研究」の成果

あった

普通

なかった



成果指標②「修了率」
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受講生が途中で脱落することのないようフォローを行っており、
「修了率（修了者／受講者）」は約９割をキープしています。
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参加者の声（アンケート結果）

この内容からすれば、普通なら１０万円くら
いの受講料がかかるのではないでしょうか？

「自社課題研究」で会社・自分のレベルに
合った改善が行えたのが良かったです。

途中で投げ出さずに最後の発表までできたの
は、先生やアシスタントの方々に熱心に教え
ていただいたおかげです。
単にムダ取りの方法だけでなく、部下や周囲
の人たちとの関わり方や指導方法、考え方ま
で教えていただきました。
講習会で感動したのは初めてです！
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成果発表会での声

現状把握をするためにストップウォッチを
持って現場に入った段階では、作業員からの
抵抗が多かったが、標準作業設計を行ったこ
とで、自分の職場にはたくさんのムダがある
という認識を共有することができた。

また、取り組めば取り組むほど作業が楽にな
ることがわかり、現場から改善意見がどんど
ん出るようになった。

職場全体に活気がでてきており、今後の展開
が楽しみで自分もワクワクしている。
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日本商工会議所 事業活動表彰
（平成30年３月15日）日商通常会員総会
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日商・三村明夫会頭から表彰状
を受け取る本所・鵜野政人工業
部会長

事業活動において顕著な業績
を挙げた商工会議所を表彰する
「事業活動表彰」を受賞。
地元企業との連携による取り

組みが、全国の商工会議所によ
る中小企業の生産性向上支援の
モデルケースとなりうるとして
評価を受けた。



【応用編】事務局の「ムダ取り」

「ムダ取りの原理原則」を活用し、まずは「資料を探す時間のム
ダ」にフォーカス。作業時間を短縮し、効率的に仕事ができる環
境づくりを実践中。今後、水平展開を図る。

★机回りの整理・整頓（収納スペースの確保）

★使用頻度に応じた資料の配置の見直し

★どこに何があるかがわかるように表示を工夫

★チーム内定例ミーティングでの情報共有・アイデア出し etc...

セミナー・講演会で得られたものを事務局が
活用していないなんて、もったいない！
自分達の仕事を題材にして実践してみよう！25



机回りの整理・整頓
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段ボールに入った資料は、使用頻度に応じて
地下倉庫またはキャビネット内に収納。
（※昨年度のファイル以外の使用頻度は年１回未満）

改善前 改善後



まとめ
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1. ムダの存在に気づく「人材の育成」
⇒ 自社現場課題の明確化！

2．塾の「継続開催」と「継続的改善」
⇒ 社内に仲間を増やす！

3．事務局も「ムダ取り」
⇒「～らしい」の壁を越える！



ご清聴ありがとうございました。
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【お問い合わせ先】

広島商工会議所 産業・地域振興部

産業振興チームリーダー 弘兼知典

TEL（０８２）２２２－６６５１

E-mail：hirokane@hiroshimacci.or.jp


